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開会 午前１０時００分

──────────────────────────────────

◎開会宣告

○議長（西原 浩君） おはようございます。

会議に入ります前に申し上げます。

本会期中は、報道関係者の写真撮影と、パソコンの使用を許可しております。

庁舎内は、ナチュラル・ビズ・スタイル、年間を通した働きやすい服装が実施されてお

ります。議場内においてもネクタイを着用しないことを許可しておりますので、申し上げ

ておきます。

また、議場内において、体調管理のために必要な、水分の補給を許可しておりますので、

併せて申し上げておきます。

ただいまから、令和７年第２回別海町議会定例会を開会いたします。

ただいま出席している議員は１６名であります。

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

──────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（西原 浩君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により議長において指名いたします。

１０番外山議員。

○１０番（外山浩司君） はい。

○議長（西原 浩君） １１番今西議員。

○１１番（今西和雄君） はい。

○議長（西原 浩君） １２番松 議員。

○１２番（松 政勝君） はい。

○議長（西原 浩君） 以上、３名を指名いたします。

──────────────────────────────────

◎日程第２ 議会運営委員会報告

○議長（西原 浩君） 日程第２ 議会運営委員長から委員会の協議概要について報告が

あります。

なお、本件は、報告のみであります。

○議会運営委員長（小椋哲也君） はい。

○議長（西原 浩君） 議会運営委員長。

○議会運営委員長（小椋哲也君） ５月２２日及び６月４日に開催いたしました議会運営

委員会で、第２回定例会に係る運営等について協議をいたしましたので、その内容につい

て報告申し上げます。

第２回定例会に町側から提出されております案件は、全部で１７件であります。

内容は、令和７年度各会計補正予算が４件、条例の一部改正が１件、工事請負契約の締

結が８件、財産の取得が１件、辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定が１件、令和

６年度各会計繰越計算書の報告が２件であります。

これら、提出案件のうち、各会計補正予算の４件を除いては、委員会への付託は省略

し、本会議において、質疑・討論・採決すべきものとし、令和７年度各会計補正予算につ
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いては、予算決算審査特別委員会に付託して、慎重な審査をすべきものと決定いたしまし

た。

なお、令和７年度各会計補正予算４件、報告第７号及び報告第８号の２件については、

関連がありますのでそれぞれ一括議題とすることに決定しました。

令和６年度各会計繰越計算書の２件につきましては、報告のみであります。

次に、会期及び議事日程であります。

第２回定例会の会期は、６月９日から６月１７日までの９日間とし、初日には、町長提

出議案の内容説明、質疑を行います。

２日目から３日目までは休会とします。

４日目は一般質問を行います。

５日目は、休会とし、令和７年度各会計補正予算の審査のため予算決算審査特別委員会

を開催し、同特別委員会終了後に、広報・広聴常任委員会を開催します。

６日目から７日目までは休会とします。

８日目は、総務産業常任委員会と福祉文教常任委員会をそれぞれ開催します。

９日目、最終日は、特別委員会に付託した議案の審査結果の報告、町長提出議案の討

論・採決を行うことと決定しました。

次に、一般質問であります。

通告を受理しております一般質問は、田村議員、中村議員、横田議員、髙橋議員、市川

議員、伊勢議員の６名で、全員が一問一答方式であります。

質問の順番は、会議規則等運用規程に基づき、通告順に行うこととしました。

議員各位、理事者におかれましては、効率的な議会運営と活発な政策議論と

なるよう、町民にわかりやすい簡明かつ明確な質問や答弁に配慮されますようお願い申し

あげます。

次に、議員・委員会発議案件であります。

現在、予定されております議員・委員会提出案件は５件であります。

内容は、ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を

求める意見書案が戸田議員から、インターネット、ＳＮＳを利用した犯罪被害の防止対策

並びに誹謗中傷等の抑止及び被害者救済を求める意見書案、将来にわたり安全安心な医

療・介護制度の提供を求める意見書案、セーフティーネットである高額療養費制度の堅持

を求める意見書案、持続可能な学校の実現に必要な教育指導体制の充実を求める意見書

案の４件が福祉文教常任委員会から、それぞれ提出されるもので、いずれも定例会最終日

に提案することになっております。

最後に反問権、発言の機会の付与についてですが、町長ほか職員が、議長の許可により

議員に対して、質問の論点を明確にするためのもので、議会での議論が活性化し、議論の

ポイントを町民の皆様に解りやすくするために導入したものであります。

町長をはじめ執行機関並びに議員各位にはその趣旨を十分御理解頂きますようお願いい

たします。

以上で、議会運営委員会で協議しました内容の報告といたします。

──────────────────────────────────

◎日程第３ 会期決定の件

○議長（西原 浩君） 日程第３ 会期決定の件を議題といたします。

お諮りします。
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本定例会の会期は、本日から６月１７日までの９日間にしたいと思います。

これに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。

したがって、会期は、本日から６月１７日までの９日間と決定いたしました。

──────────────────────────────────

◎日程第４ 諸般の報告

○議長（西原 浩君） 日程第４ 諸般の報告を行います。

諸般の報告は、お手元に配付のとおりであります。

──────────────────────────────────

◎日程第５ 行政報告

○議長（西原 浩君） 日程第５ 行政報告を行います。

町長。

○町長（曽根興三君） おはようございます。

本日、令和７年第２回の町議会定例会を招集させていただきました。

議員の皆様方におかれましては、大変御多忙の中、全員の参加を頂きまして、ありがと

うございます。

それでは、定例会開会に当たりまして、行政報告を申し上げます。

初めに、沖縄県道１０４号線超えの実弾射撃訓練の分散実施についてでございます。

４月２５日に防衛省から訓練計画が公表されておりましたが、訓練は、昨日６月８日か

ら１９日までの１２日間のうち、１０日間において射撃訓練が実施される予定となってお

ります。

訓練規模は先日も申し上げましたけど、大隊レベルで人員約５００名、車両約１００

両、砲数は１２門となっております。

なお隊員及び物資の輸送でございますけれども、これは６月１日から５日にかけて行わ

れましたけれども、移動中における接触事案が３件ほどあったと報告を受けております。

軽微な車両同士の接触のようでしたけれども、どちらの責任とか、原因とかということ

についてはまだ調査中でございますので、詳細についてはまた、分かりましたら皆様方に

御報告したいと考えております。

もう一つ、昨日射撃訓練が開始されましたけれども、この中で小火器、小銃類ですね、

の射場周辺で、野火が発生しました。

これも早急な消火体制ですぐに消化されましたけれども、一応そのことも報告は受けて

おります。

いずれの事案もまだ原因等についてははっきりしておりませんけれども、まずは皆様方

に起きたことがはっきりお知らせすることが大事だというふうに考えておりますので、今

現在で分かる情報を、皆様方に御報告申し上げます。

これからも、訓練中にいろいろな事件、事故が起きないように、防衛局のほうにもしっ

かりと伝えておりますし、私どもも訓練を監視するような形で職員を派遣しておりますの

で、安全安心に対する体制をしっかり取り組んでいきたいと、改めていま一度考えている

次第でございます。

次にもう一つの事案ですけれども、５月の３１日に東京で、東京・別海ふるさと会が開

催されまして、合計で１０６名の方々が参加していただきました。
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議会のほうからも何名かの皆様方の出席を頂きまして、会長も大変喜んでおられまし

た。

また、そのあと、終わりました後、私、三次会まで顔を出しまして、本別海に加工工場

があります吉池さんの会長さんと、最後までお話をしましたら、会長さんは、「１回目か

ら出席しているのは私だけかもしれない」というような話を受けまして、私からも、吉池

会長は、このふるさと会に非常に、いろいろな御支援を頂いていることに感謝を申し上げ

ました。

また、町民としても、別海町としても、吉池の会長にこういった支援をしていただいて

いることに対して、何らかの感謝の意は表していきたいなと、そんな思いを浮かんだ次第

でございます。

次に、産業の動向についてでございます。

初めに、酪農畜産の情勢です。

町内の生乳生産量、これは本年１月から４月までの数字、あまり統計的には出てこない

数字でございますけれども、数量で１６万３,０００トン、これは対前年比で１００.４％

でございます。

生産額は１９６億円、これは対前年比で１０１.２％となっておりまして、生産量よりも

若干、多い増加にあるという状況でございます。

これは乳価については、今年６月から、乳製品向けの乳価、これは加工用の分でござい

ますけれども、これが引上げられることに加えまして、今年８月から２年ぶりに飲用向け

の乳価も４円引上げられるということによりまして、令和７年度のプール乳価は、昨年度

に比べますと、約５円増の１キロ当たり、過去最高１２３円程度になる見込みとなってお

ります。

生産コストが上昇するなど、大変酪農情勢が厳しい中ではありますけれども、乳化引上

げは、生産現場にとりましては心強い内容だとは思っております。

ただ、このことによって消費がどれぐらい減少していくかというようなことの影響も

しっかり見ていかなければならないとそういう情勢を注視しながら、今後の農政対策を町

としてどういうふうに打っていくかというようなことが大きな課題になっていると、そう

いう思いでございます。

続いて作況でございます。

春先から、比較的落ちついた天候が続いておりましたけれども、５月に入りまして、朝

は１桁台になるほど気温が下がるなど、冷え込みによる影響が心配しておりましたけれど

も、１番草の生育につきましては、平年と比べますと、２日ほど早く推移しております。

次に、水産業についてでございます。

春のホタテ漁は５月の２２日で操業を終えております。

水揚げ総数量は１万５,０００トン、これは対前年比で１２５％になっております。

金額で申し上げますと、１０３億９,６００万円、これは対前年比で２３４％になってお

ります。

非常にホタテの単価が上がってるということで、数量以上に収入は上がっているという

状況ではございますけれども、あまり高止まりすることが、ほかにも影響が出てくる場合

がありますので、そこら辺の心配もあります。

また今期の漁場ですけれども、これが４年ごとのサイクルで回っておりますけれども、

非常に資源量が多いエリアであったというようなことも要因の一つであるというふうに考
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えられております。

このほか、５月末時点でのホタテを除きます、それ以外の全魚種の比較でございますけ

れども、これは主にカレイやニシンの水揚げも好調だったことから、漁獲量でいきます

と、対前年比１１９％、漁獲高でいきますと、８億８００万円、これは対前年比で１３

１％となっておりまして、全体的にも増加傾向にあります。

また、野付湾の風物詩でございますホッカイシマエビ漁についてでございますけれど

も、６月３日から資源量調査を実施しておりますけれども、しけなど、調査が予定より遅

れていることから、資源量や今年度の夏量の状況等については、定例会の最終日までに報

告できればと、そんなふうに考えております。

次に商工業と観光についてでございます。

令和６年度で、主な中小企業振興事業の実績は、町内建築業者の受注機会、これの確保

を目的としました地域貢献中小企業支援事業、これは５２件申込みがありました。

次に、開業・経営拡大支援等を目的としました起業家支援事業、これは１０件でござい

ます。

もう一つ、商店街活性化を目的としました、にぎわい商店街創造事業、これは７件の補

助を実施しております。

次に観光客ですけれども、令和６年度の入込みですけれども、対前年比９２.８％、数字

で言いますと、３４万７,０００人でございます。

これは、えびまつりやあきあじまつりが中止となった影響から、前年度と比べますと、

若干減っておりますけれども、コロナ前を上回る数字となっている意味では、回復してお

ります。

また尾岱沼潮干狩りフェスティバル、これは５月１４日から２８日まで開催されまし

て、５日間で１,５０９人が来場いたしました。

次に今後のイベントです。

まず本町を代表します３大イベントの一つであります、尾岱沼えびまつりでございま

す。

昨年は残念ながら、中止となりましたけれども、今年度は７月６日に開催することを、

実行委員会で決定しております。

次に、別海町産業祭でございます。

こちらについても、９月２０日と２１日に開催することを、実行委員会で決定しており

ます。

また、１０月中旬の西別川あきあじまつり、これにつきましては、今年のアキシャケの

来遊予測をもとに、今後、実行委員会において協議が行われる予定となっております。

最後に、建設工事等の発注状況についてでございます。

６月５日現在では、工事及び業務委託を合わせまして、４０件、約１９億４,２００万円

を発注しておりまして、今年度計画しております発注予定件数の３１％を発注しておりま

して、おおむね計画どおり進捗状況となっております。

今後におきましても、適期の発注を心がけ、事務を適正に進めてまいります。

以上をもちまして、行政報告とさせていただきます。

今後の定例会におきましての御審議、御決定どうぞよろしくお願い申し上げます。

以上です。

──────────────────────────────────
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◎日程第６ 提出案件の概要説明

○議長（西原 浩君） 日程第６ 提出案件の概要について説明があります。

○副町長（浦山吉人君） はい、議長。

○議長（西原 浩君） 副町長。

○副町長（浦山吉人君） それでは、本定例会に提出をいたしました議案等につきまし

て、その概要を説明いたします。

なお、提案理由につきましては、議案等が上程された際に、詳細を説明させていただき

ますので、私からは概略の説明とさせていただきます。

提出いたしました案件は議案が１５件、報告が２件です。

議案第５１号は、一般会計補正予算です。

社会資本整備総合交付金の減額内示に伴う関連歳入の減額がありますが、ふるさと応援

寄附金の収入見込額の精査による増額及び物価高騰対策として、地方創生臨時交付金を活

用して実施する水道料減免分繰出事業や、定額減税調整給付金給付事業などにより、増額

補正をするものです。

議案第５２号は、国民健康保険特別会計補正予算です。

歳入では、令和６年度分の所得確定による保険税収入の増、歳出では、国の行政機関や

地方公共団体が共同で利用できるクラウドサービスの利用料等の一般管理経費の増のほ

か、保険税収入の増に伴う余剰額の国保財政調整基金積立金の増により、増額補正をする

ものです。

議案第５３号、別海町水道事業会計補正予算は、物価高騰に伴う水道料減免に係る営業

収益の減額と、それに伴う一般会計繰入などによる営業外収益の増額、補助事業内容変更

に伴う企業債及び工事負担金の増額、会計間交流に伴う給与費の増減、補助事業内容変更

に伴う増額など所要の補正を行おうとするものです。

議案第５４号、下水道等事業会計補正予算は、下水道賠償責任保険加入及び会計間交流

に伴う増額のほか、社会資本整備総合交付金事業の減による施設整備費の減額、受益者分

担金システム移設に伴う固定資産購入の増額など、所要の補正を行おうとするものです。

議案第５５号、別海町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定については、地

方税法施行令の一部を改正する政令が、令和７年３月３１日に公布されたことに伴い、政

令に準じた条例改正を行うもので、被保険者間の保険税負担の公平性確保のため、中低所

得者層の保険税負担の軽減及び限度額の見直しを行うものです。

議案第５６号から議案第６３号の工事請負契約の締結については、６月５日に入札を

行った工事のうち、予定価格が１件５,０００万円を超えるものについて、議会の議決を求

めるものです。

議案第６４号の財産の取得については、同じく６月５日に入札を行った、除雪グレーダ

の取得について、その予定価格が、いずれも１,５００万円を超えることから、議会の議決

を求めるものです。

議案第６５号、辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定については、上風連辺地に

おいて、公共的施設を整備する必要があることから、令和７年度から令和１１年度までの

５か年の整備計画を新たに策定をするものです。

報告第７号、令和６年度一般会計繰越明許費繰越計算書について、報告第８号、令和６

年度下水道等事業会計予算繰越計算書の２件は、いずれも、令和６年度予算を令和７年度

に繰越した事業について、繰越計算書を調製したので、議会に報告をするものです。
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以上で提出いたしました議案の概要説明とさせていただきます。

御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上げます。

──────────────────────────────────

◎委員会付託省略の議決

○議長（西原 浩君） ここでお諮りします。

本定例会に提出されております議案第５５号から議案第６５号までの１１件については、

会議規則第３９条第３項の規定に基づき、委員会の付託は省略したいと思います。

これに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第５５号から議案第６５号までの１１件については、委員会の付託は

省略することに決定いたしました。

──────────────────────────────────

◎日程第７ 議案第５１号から日程第１０ 議案第５４号まで

○議長（西原 浩君） 日程第７ 議案第５１号令和７年度別海町一般会計補正予算（第

２号）、日程第８ 議案第５２号令和７年度別海町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）、日程第９ 議案第５３号令和７年度別海町水道事業会計補正予算（第１号）、日程

第１０ 議案第５４号令和７年度別海町下水道等事業会計補正予算（第１号）の４件につ

いては、別海町議会会議規則第３７条の規定により、一括議題といたします。

内容について順次説明を求めますが、ここで説明者に申し上げます。

この４件の補正予算については、予算決算審査特別委員会に付託し、詳細な審査をした

いと考えておりますので、内容については、要点のみとどめて説明願います。

それでは初めに、議案第５１号令和７年度別海町一般会計補正予算（第２号）の説明を

求めます。

○経営管理部長（寺尾真太郎君） 議長。

○議長（西原 浩君） 経営管理部長。

○経営管理部長（寺尾真太郎君） 議案第５１号の内容説明をいたします。

別冊の令和７年度別海町一般会計補正予算書の１ページを御覧ください。

令和７年度別海町一般会計補正予算（第２号）。

令和７年度別海町一般会計補正予算（第２号）は次に定めるところによる。

第１条、歳入歳出予算の補正。

歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ５０億８,０９０万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を、歳入歳出それぞれ３１４億２,２４０万円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」による。

第２条、債務負担行為の補正。

債務負担行為の変更は、「第２表 債務負担行為補正」による。

第３条、地方債の補正。

地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。

２ページにお進みください。

第１表、歳入歳出予算補正で、補正額の欄で申し上げます。

まず歳入です。
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１５款、国庫支出金、１項と２項で４,７３５万６,０００円の減。

１６款、道支出金、１項と２項で５５９万３,０００円の増。

１７款、財産収入、１項で２６１万２,０００円の増。

１８款、寄附金、１項で５０億円の増。

１９款、繰入金、１項で１億７,７４０万円の増。

２１款、諸収入、２項と５項で１１５万１,０００円の増。

２２款、町債、１項で５,８５０万円の減。

歳入合計で５０億８,０９０万円の追加です。

３ページにお進みください。

歳出です。

１款、議会費、１項で６７万８,０００円の増。

２款、総務費、１項と２項で５１億８,１０９万３,０００円の増。

３款、民生費、１項で３,３３０万円の増。

４款、衛生費、１項で１,１９５万５,０００円の増。

６款、農林水産業費、１項と２項で９２９万９,０００円の増。

７款、商工費、１項で３,１４７万円の増。

８款、土木費、１項と２項で１億８,９３０万４,０００円の減。

９款、消防費、１項で１３０万９,０００円の増。

１０款、教育費、６項で１１０万円の増。

歳出合計で５０億８,０９０万円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額を、それぞれ３

１４億２,２４０万円とするものです。

４ページにお進みください。

第２表、債務負担行為補正で２件の変更です。

１件目のし尿収集車購入事業及び２件目の塵芥収集車購入事業は、半導体不足等の影響

で単年度納車が困難であるとして、令和８年度での導入に向け、債務負担行為の議決を頂

いていたところですが、令和７年度に入りまして今般の物価高騰の影響による価格の上昇

が見込まれますことから、その限度額について、し尿収集車購入事業は５,５４６万３,０

００円から５,８５６万８,０００円に、塵芥収集車購入事業は２,７０１万６,０００円か

ら２,７１２万円に変更するものです。

５ページにお進みください。

第３表、地方債補正で３件の変更です。

１件目の本別誘導線拡幅事業及び２件目の根室中部１５号幹線拡幅事業は、社会資本整

備総合交付金の減額内示に伴う、事業量の変更により、起債限度額を減額するものです。

３件目の中西別北４線改良舗装事業は、労務単価等の上昇による事業費の増額により、

起債限度額を増額するものです。

なお変更する３事業の起債の方法、利率、償還の方法については変更はありません。

下段、合計になりますけれども、補正前の限度額、１６億６,７６０万円から５,８５０

万円を減額し、補正後の限度額を１６億９１０万円とするものです。

次は７ページから２５ページまで、歳入歳出補正予算事項別明細書ですけれども、そち

らの説明は全て省略をさせていただきます。

以上で議案第５１号一般会計補正予算（第２号）の内容説明を終わります。

○議長（西原 浩君） 次に、議案第５２号令和７年度別海町国民健康保険特別会計補正



- 12 -

予算（第１号）の説明を求めます。

○保健生活部次長（谷村将志君） はい、議長。

○議長（西原 浩君） 保健生活部次長。

○保健生活部次長（谷村将志君） 議案第５２号の内容説明をいたします。

別冊の令和７年度別海町国民健康保険特別会計補正予算書の１ページをお開きくださ

い。

令和７年度別海町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）。

令和７年度別海町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。

第１条、歳入歳出予算の補正。

歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４,５７０万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を、歳入歳出それぞれ２６億５,３７０万円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

２ページをお開きください。

第１表、歳入歳出予算補正です。

補正額の欄で申し上げます。

初めに歳入です。

１款、国民健康保険税、１項で４,７９０万円の増。

４款、繰入金、１項で２２０万円の減。

歳入合計で４,５７０万円の追加です。

続いて歳出です。

１款、総務費、１項と２項で６３万６,０００円の増。

５款、基金積立金、１項で４,５０６万４,０００円の増。

歳出合計で４,５７０万円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額を、それぞれ２６億

５,３７０万円とするものです。

次の３ページから８ページまでの歳入歳出予算補正事項別明細書の説明は省略をさせて

いただきます。

以上で議案第５２号の内容説明を終わります。

○議長（西原 浩君） 次に、議案第５３号令和７年度別海町水道事業会計補正予算（第

１号）の説明を求めます。

○建設水道部次長（新堀光行君） はい、議長。

○議長（西原 浩君） 建設水道部次長。

○建設水道部次長（新堀光行君） 議案第５３号の内容説明をいたします。

別冊の令和７年度別海町水道事業会計補正予算書の１ページをお開きください。

令和７年度別海町水道事業会計補正予算書（第１号）。

第１条、総則。

令和７年度別海町水道事業会計補正予算（第１号）は次に定めるところによる。

第２条、収益的収入及び支出。

予算第３条の収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

収益的収入です。

１款、水道事業収益、１項と２項で１８２万４,０００円を増額し、１１億１,７１９万
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２,０００円とするものです。

続いて収益的支出です。

１款、水道事業費用、１項で７万７,０００円を減額し、１０億９９万７,０００円とす

るものです。

第３条、資本的収入及び支出。

予算第４条の資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額、４億３,３０９万７,０００円は、減

債積立金２億２,４３１万３,０００円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

４,６８６万円、過年度分損益勘定留保資金１億６,１９２万４,０００円で補填するものと

する。

資本的収入です。

１款、資本的収入、１項と２項で８７万８,０００円を増額し、３億４,０３８万５,００

０円とするものです。

続いて資本的支出です。

１款、資本的支出、１項で３８８万８,０００円を減額し、７億７,３４８万２,０００円

とするものです。

２ページをお開きください。

第４条、企業債。

予算第６条で定めた起債の限度額を次のように改める。

変更です。

起債の目的、農業水路等長寿命化事業。

限度額、１,５９０万円から８０万円増額し、１,６７０万円までとするものです。

なお、起債の方法、利率、償還の方法は補正前と変更ありませんので説明を省略させて

いただきます。

合計で、補正前限度額３億１,８１０万円から８０万円を増額し、補正後限度額を３億

１,８９０万円とするものです。

第５条、議会の議決を経なければ流用することができない経費。

予算第９条に定めた経費金額を次のように改める。

１号、職員給与費、既決予定額６,３１７万１,０００円から５９２万２,０００円を減額

し、５,７２４万９,０００円とするものです。

３ページから７ページにかけての補正予算実施計画及び実施計画説明書の説明は省略い

たします。

続いて８ページをお開きください。

令和７年度別海町水道事業予定キャッシュ・フロー計算書（間接法）です。

現金の流れを示した表になります。

下から３行目を御覧ください。

資金増減額の見込みです。

８,３８３万円の減額となり、最下段の資金期末残高は２９億２,０８３万円となる予定

です。

続いて９ページにお進み願います。

補正予算給与費明細書です。

１、総括。
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上の表の下段、比較の合計欄で説明をいたします。

職員数の増減はありません。

給与費、給料２７０万７,０００円の減。

手当２１８万４,０００円の減。

給与費計で４８９万１,０００円の減。

法定福利費１０３万１,０００円の減。

合計で５９２万２,０００円の減となります。

以下、手当の内訳から１１ページまでの各項目に係る説明については省略をさせていた

だきます。

次に、１２ページをお開きください。

令和７年度別海町水道事業予定損益計算書です。

下から４行目を御覧ください。

当年度純利益の見込みです。

７,８５５万円となる見込みであり、最下段の当年度未処分剰余金は、３億２８６万３,

０００円となる見込みです。

次の１３ページの令和７年度別海町水道事業予定貸借対照表と、１４ページの注記表の

説明につきましては省略をさせていただきます。

以上で議案第５３号の内容説明を終わります。

○議長（西原 浩君） 次に、議案第５４号令和７年度別海町下水道等事業会計補正予算

（第１号）の説明を求めます。

○建設水道部次長（新堀光行君） はい、議長。

○議長（西原 浩君） 建設水道部次長。

○建設水道部次長（新堀光行君） 議案第５４号の内容説明をいたします。

別冊の令和７年度別海町下水道等事業会計補正予算書の１ページをお開きください。

令和７年度別海町下水道事業会計補正予算（第１号）。

第１条、総則。

令和７年度別海町下水道等事業会計補正予算（第１号）は次に定めるところによる。

第２条、収益的収入及び支出。

予算第３条の収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

収益的収入です。

１款、下水道事業収益、２項で１６３万７,０００円を減額し、７億３,９３７万１,００

０円とするものです。

続いて収益的支出です。

１款、下水道事業費用、１項で１８６万２,０００円を増額し、６億４,７６６万９,００

０円とするものです。

第３条、資本的収入及び支出。

予算第４条の資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額１億５,５０４万５,０００円は、消費

税及び地方消費税資本的収支調整額１,６０３万４,０００円、過年度分損益勘定留保資金

３,１３９万３,０００円、現年度分損益勘定留保資金１,８００万６,０００円、現年度分

利益剰余金８,９６１万２,０００円で補填するものとする。

資本的収入です。



- 15 -

１款、資本的収入、１項と２項で４,４１４万１,０００円を減額し、２億９,６７１万

４,０００円とするものです。

続いて、資本的支出です。

１款、資本的支出、１項で３,６５２万９,０００円を減額し、４億５,１７５万円とする

ものです。

続いて２ページをお開きください。

第４条、企業債。

予算第５条で定めた起債の限度額を次のとおり改める。

変更です。

起債の目的、特定環境保全公共下水道事業。

限度額、１億３,６５０万円から２,２１０万円を減額し、１億１,４４０万円とするもの

です。

なお、起債の方法、利率、償還の方法は補正前と変更ありませんので、説明を省略させ

ていただきます。

合計で、補正前限度額、１億６,９３０万円から２,２１０万円を減額し、補正後限度額

を１億４,７２０万円とするものです。

第５条議会の議決を経なければ流用することのできない経費。

予算第８条に定めた経費金額を、次のように改める。

１号、職員給与費、既決予定額３,５６６万１,０００円から８５１万５,０００円を減額

し、４,４１７万６,０００円とするものです。

３ページから６ページの補正予算実施計画及び実施計画説明書の説明は省略をさせてい

ただきます。

続いて、７ページをお開きください。

令和７年度別海町下水道等事業予定キャッシュ・フロー計算書（間接法）です。

現金の流れを示した表になります。

下から３行目を御覧ください。

資金増減額の見込みです。

１,５５２万円の減額となり、最下段の資金期末残高は１億２,３９３万４,０００円とな

る予定です。

８ページをお開きください。

補正予算給与費明細書です。

１、総括。

上の表の下段、比較の合計欄で説明をいたします。

職員数、一般職で１名の増。

給与費、給料３８０万７,０００円の増。

手当２９７万４,０００円の増。

給与費計で６７８万１,０００円の増。

法定福利費１７３万４,０００円の増。

合計で８５１万５,０００円の増となります。

以下、手当の内訳から１０ページまでの各項目に係る説明については、省略をさせてい

ただきます。

続いて１１ページをお開きください。
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令和７年度別海町下水道等事業予定損益計算書です。

下から３行目を御覧ください。

当年度純利益の見込みです。

７,５５７万６,０００円の見込みであり、最下段の当年度未処分剰余金は１億３６５万

３,０００円となる見込みです。

次の１２ページの令和７年度別海町下水道等事業予定貸借対照表、１３ページ以降の注

記表の説明につきましては省略をさせていただきます。

以上で、議案第５４号下水道等事業会計補正予算（第１号）の内容説明を終わります。

○議長（西原 浩君） 以上で、議案第５１号から議案第５４号までの令和７年度別海町

各会計補正予算の４件についての内容説明が終わりました。

お諮りします。

ただいま上程中の令和７年度別海町各会計補正予算の４件については、予算決算審査特

別委員会に付託の上、審査することにしたいと思います。

これに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。

したがって議案第５１号から議案第５４号までの４件については、予算決算審査特別委

員会に付託の上、審査することに決定いたしました。

お諮りします。

ただいま、全員による予算決算審査特別委員会に付託されましたので、本会議での質疑

は省略したいと思います。

これに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。

したがって本会議での質疑は省略することに決定いたしました。

──────────────────────────────────

◎日程第１１ 議案第５５号

○議長（西原 浩君） 日程第１１ 議案第５５号別海町国民健康保険税条例の一部を改

正する条例の制定についてを議題といたします。

内容について説明を求めます。

○総務部次長（松田勝広君） はい、議長。

○議長（西原 浩君） 総務部次長。

○総務部次長（松田勝広君） 議案第５５号別海町国民健康保険税条例の一部を改正する

条例の制定について内容を説明いたします。

議案書５ページを御覧ください。

本案は、地方税法施行令の一部を改正する政令が令和７年３月３１日に公布されたこと

に伴い、本町の国民健康保険税におきましても、政令に準じた条例改正を行うもので、国

民健康保険の被保険者間の保険税負担の公平性確保のため、中低所得者層の保険税負担の

軽減及び限度額の見直しを行うものです。

議案書では５ページと６ページになりますが、改正本文の朗読は省略させていただき、

別冊の議案資料で説明いたします。

議案資料の１ページを御覧ください。
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１ページと２ページが条例の新旧対照表で、右の欄が改正前、左の欄が改正後で、改正

か所は下線で示しています。

３ページを御覧ください。

改正内容は、条例制定説明資料により説明いたします。

表は、左から順に、区分、改正項目、改正条項、改正内容となっております。

初めに、区分１、課税額及び保険税の減額について規定する条例第２条第２項及び第３

項並びに第２１条第１項の改正となります。

改正内容につきましては、国民健康保険税は医療費の財源となる基礎課税分、後期高齢

者医療制度の財源となる後期高齢者支援金等課税分、そして介護保険制度の財源となる介

護納付金課税分の３区分での課税となっており、現行は、基礎課税分からそれぞれ６５万

円、２４万円、１７万円と、課税限度額が設定されております。

これを施行令の改正に合わせて、基礎課税分の限度額を１万円引上げ６６万円、後期高

齢者支援金等課税分の限度額を２万円引上げ２６万円、介護納付金課税分の限度額は、改

正なしの１７万円とし、課税限度額の合計を現行の１０６万円から１０９万円に引き上げ

るものです。

次に、区分２、保険税の減額について規定する条例第２１条第１項、第２号及び第３号

の改正となります。

改正内容につきましては、国民健康保険税の軽減区分は、国保加入者数で計算される均

等割と、１世帯当たりで計算される平等割を世帯の所得に応じて、７割、５割、２割の割

合で軽減する仕組みです。

このうち７割軽減については、改正はありませんが、５割軽減で、世帯の軽減判定所得

の算定における被保険者数等に乗ずべき金額を、現行の２９万５,０００円から３０万５,

０００円に引上げ、２割軽減では、被保険者数等に乗ずべき金額を現行の５４万５,０００

円から５６万円に引き上げるものです。

このことから、世帯の前年中の合計所得額が、資料に記載の算定式により計算された軽

減基準額以下であれば、均等割及び平等割がそれぞれの割合で軽減されるものです。

最後に、２ページにお戻りください。

下段、附則です。

附則第１条、施行期日につきましては、この条例は、公布の日から施行し、令和７年４

月１日から適用するものです。

附則第２条、適用区分につきましては、この条例による改正後の規定は、令和７年度以

後の年度分の国民健康保険税について適用し、令和６年度分までの国民健康保険税につい

ては、なお従前の例によるとするものです。

以上で議案第５５号の説明を終わります。

○議長（西原 浩君） 議案第５５号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。

質疑に入ります。

○１３番（中村忠士君） はい。

○議長（西原 浩君） １３番中村議員。

○１３番（中村忠士君） はい。

３点、ちょっと質問したいと思います。

一つはですね、この条例の改定、限度額の引上げによってですね、影響が出てくる世帯
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数と人数がどの程度かということをまず１点お聞きしたいと思います。

大変、計算するの複雑ですんでね、ざっくりした数字で結構です。大体このぐらいだと

いうようなことで結構ですんで、教えていただきたいと思います。

それから、影響の出る世帯の中でですね、一定程度の所得以上の方々が影響出てくると

いうことになるわけですよね、この現限度額の引上げによって。その一定程度の所得の関

係ですけども、どのぐらいの所得の世帯から影響が出てくるんだろうなっていうのを教え

ていただければと思います。世帯の人数によって、これかなり変わってきますからね、大

体平均的なところで教えていただければと思います。

最後ですけども、この条例改定によって、どのぐらいの税収増になるのかということで

お聞きしたいんですが、補正予算書見ると、税収入の補正が４,７９０万円の補正となって

いるんで、これの中のどのぐらいか、あるいは全額なのか、ちょっと教えてください。

○総務部次長（松田勝広君） はい、議長。

○議長（西原 浩君） 総務部次長。

○総務部次長（松田勝広君） まず一つ目の質問のですね、限度額が上がった影響世帯

数、人数なんですけど、課税は世帯となっておりますので世帯数でお答えさせていただき

ます。

まず、基礎課税分についてですが、改正前で試算を行った場合、限度額を超える世帯数

は、５６６世帯となっております。

改正後で試算を行うと５６５世帯となりますので、１世帯が影響を受ける見込みとなっ

ております。

次に、後期高齢者支援金等課税分の限度額の影響世帯数ですが、改正前で試算を行う

と、世帯数で５３６世帯、改正後で試算を行うと５０３世帯となりますので、３３世帯が

影響を受ける見込みとなっております。

そして二つ目のですね、所得の上限に達するおおよその所得になるんですが、おおよ

そ、基礎課税分で言いますと約７００万円程度。

後期高齢者支援金等課税分で言いますと、８６０万円程度が上限に達する所得と見込ん

でおります。

最後にですね、増額の金額なんですけど、補正額４,７９０万円のうち、おおよそ１,５

４０万円程度が、今回の条例改正の影響による増額の見込みとなっております。

以上です。

○１３番（中村忠士君） はい。

○議長（西原 浩君） １３番中村議員。

○１３番（中村忠士君） はい。

２番目の質問についてなんですがね、基礎部分で７００万円ぐらいの所得から影響出て

くると。

それから後期高齢支援の分については８６０万円より上の方々が影響出てくるというお

話でしたけどね、これ、シミュレーションやったときに世帯の人数は何人で数えてました

か。

○総務部次長（松田勝広君） はい、議長。

○議長（西原 浩君） 総務部次長。

○総務部次長（松田勝広君） 世帯構成ですけど、世帯主、妻、子供１人の３人家族、そ

して介護分２人、世帯主の収入のみで計算しております。
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以上です。

○議長（西原 浩君） それではそのほか質疑ございますか。

（「なし」の声あり）

○議長（西原 浩君） それでは質疑を終わります。

ここで１０分間休憩いたします。

午前１１時００分 休憩

──────────────

午前１１時０７分 再開

○議長（西原 浩君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

ここで、議場内、気温が上昇しておりますので、上着を脱ぐことを許可いたします。

──────────────────────────────────

◎日程第１２ 議案第５６号

○議長（西原 浩君） 日程第１２ 議案第５６号工事請負契約の締結について（町道上

春別原野５４線舗装修繕工事）を議題といたします。

内容について説明を求めます。

○人事財産課長（齋藤 陽君） はい、議長。

○議長（西原 浩君） 人事財産課長。

○人事財産課長（齋藤 陽君） 議案第５６号の内容説明をいたします。

議案の７ページをお開きください。

本案は、工事請負契約の締結に当たり、予定価格が５,０００万円を超えるため、地方自

治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものであります。

最初に、議案本文を朗読いたします。

１、契約の目的、町道上春別原野５４線舗装修繕工事。

２、契約の方法、簡易公募型指名競争入札による契約。

３、契約金額、９,１７４万円、内消費税及び地方消費税額、８３４万円。

４、契約の相手方、野付郡別海町別海常盤町５番地、高玉建設工業株式会社代表取締役

社長、高玉哲朗。

次に、本案提出に至るまでの入札等の経過についてご説明いたします。

公募期間は、４月１４日から５月７日までの、休日を除く１５日間。

応募者数は４者で、資格審査の結果、全ての応募者が資格ありと認められました。

入札の執行は、６月５日。

株式会社さんわ、丸建道路株式会社札幌支店、三友舗道株式会社、高玉建設工業株式会

社の４者による指名競争入札を行い、１回目の入札で落札いたしました。

消費税及び地方消費税を除く最高入札価格は、８,４００万円、最低入札価格は、８,３

４０万円で、最低入札者であります本案の高玉建設工業株式会社と現在仮契約中でありま

す。

なお、工期は、本契約日の翌日から、１１月２０日までを予定しております。

工事の内容につきましては、議案資料で説明いたします。

議案資料の５ページを御覧願います。

工事の場所は、図面中央、下側の道道西春別停車場線から、中央の道道大成西春別線と

交差し、道道中標津標茶線へ向かう計画路線中、赤色の実線で表示した区間となります。

工事概要ですが、赤色の実線で示す９６０ｍの舗装修繕工事を、車道幅員５.５ｍで行う
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ものです。

資料６ページに本工事に係る土工定規図を掲載しておりますが、詳細な内容については

説明を省略させていただきます。

以上で、議案第５６号の内容説明を終わります。

○議長（西原 浩君） 議案第５６号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。

質疑に入ります。

（「なし」の声あり）

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。

──────────────────────────────────

◎日程第１３ 議案第５７号

○議長（西原 浩君） 日程第１３ 議案第５７号工事請負契約の締結について（西春

別北１号線改良舗装工事）を議題といたします。

内容について説明を求めます。

○人事財産課長（齋藤 陽君） はい、議長。

○議長（西原 浩君） 人事財産課長。

○人事財産課長（齋藤 陽君） 議案第５７号の内容説明をいたします。

議案の８ページを御覧願います。

本案も、工事請負契約の締結に当たり、予定価格が５,０００万円を超えるため、地方自

治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものであります。

最初に、議案本文を朗読いたします。

１、契約の目的、西春別北１号線改良舗装工事。

２、契約の方法、簡易公募型指名競争入札による契約。

３、契約金額、８,８４４万円、内消費税及び地方消費税額、８０４万円。

４、契約の相手方、野付郡別海町別海１３０番地の１８、寺井建設株式会社代表取締

役、寺井範男。

次に、本案提出に至るまでの、入札等の経過についてご説明いたします。

公募期間は、４月１４日から５月７日までの、休日を除く１５日間。

応募者数は、５者で、資格審査の結果、全ての応募者が資格ありと認められました。

入札の執行は、６月５日。

角川建設株式会社、寺井建設株式会社、株式会社別海、高玉建設工業株式会社、島影建

設株式会社の５者による指名競争入札を行い、１回目の入札で落札いたしました。

消費税及び地方消費税を除く最高入札価格は、８,１３０万円、最低入札価格は、８,０

４０万円で、最低入札者であります本案の寺井建設株式会社と現在仮契約中であります。

なお、工期は、本契約日の翌日から、翌年１月３０日までを予定しております。

工事の内容につきましては、議案資料で説明いたします。

議案資料の７ページを御覧願います。

工事の場所は、図面中央の道道大成西春別線に接する計画路線中、赤色の実線で表示し

た区間となります。

工事概要ですが、赤色の実線で示す２７１.８８ｍの改良工事及び１０.６５ｍの舗装工

事を、車道幅員４ｍで行うものです。

資料８ページに本工事に係る土工定規図を掲載しておりますが、詳細な内容については
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説明を省略させていただきます。

以上で、議案第５７号の内容説明を終わります。

○議長（西原 浩君） 議案第５７号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。

質疑に入ります。

（「なし」の声あり）

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。

──────────────────────────────────

◎日程第１４ 議案第５８号

○議長（西原 浩君） 日程第１４ 議案第５８号工事請負契約の締結について（町道泉

川第１地区零号線改良舗装工事）を議題といたします。

内容について説明を求めます。

○人事財産課長（齋藤 陽君） はい、議長。

○議長（西原 浩君） 人事財産課長。

○人事財産課長（齋藤 陽君） 議案第５８号の内容説明をいたします。

議案の９ページを御覧願います。

本案も、工事請負契約の締結に当たり、予定価格が５,０００万円を超えるため、地方自

治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものであります。

最初に、議案本文を朗読いたします。

１、契約の目的、町道泉川第１地区零号線改良舗装工事。

２、契約の方法、簡易公募型指名競争入札による契約。

３、契約金額、７,６７８万円、内消費税及び地方消費税額、６９８万円。

４、契約の相手方、野付郡別海町中春別東町３０番地、株式会社別海代表取締役、篠田

巌。

次に、本案提出に至るまでの、入札等の経過について御説明いたします。

公募期間は、４月１４日から５月７日までの休日を除く１５日間。

応募者数は５者で、資格審査の結果、全ての応募者が資格ありと認められました。

入札の執行は、６月５日。

角川建設株式会社、寺井建設株式会社、株式会社別海、高玉建設工業株式会社、島影建

設株式会社の５者による指名競争入札を行い、１回目の入札で落札いたしました。

消費税及び地方消費税を除く最高入札価格は、７,００７万円、最低入札価格は、６,９

８０万円で、最低入札者であります本案の株式会社別海と現在仮契約中であります。

なお、工期は、本契約日の翌日から、翌年１月９日までを予定しております。

工事の内容につきましては、議案資料で説明いたします。

議案資料の９ページを御覧願います。

工事の場所は、図面左下道道泉川線と接する計画路線中、赤色の実線で表示した区間と

なります。

工事概要ですが、赤色の実線で示す２８５.０４ｍの改良工事及び６５５.０４ｍの舗装

工事を、車道幅員４ｍで行うものです。

資料１０ページに本工事に係る土工定規図を掲載しておりますが、詳細な内容について

は説明を省略させていただきます。

以上で、議案第５８号の内容説明を終わります。
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○議長（西原 浩君） 議案第５８号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。

質疑に入ります。

（「なし」の声あり）

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。

──────────────────────────────────

◎日程第１５ 議案第５９号

○議長（西原 浩君） 日程第１５ 議案第５９号工事請負契約の締結について（町道

上風連地区１号線改良舗装工事）を議題といたします。

内容について説明を求めます。

○人事財産課長（齋藤 陽君） はい、議長。

○議長（西原 浩君） 人事財産課長。

○人事財産課長（齋藤 陽君） 議案第５９号の内容説明をいたします。

議案の１０ページを御覧願います。

本案も、工事請負契約の締結に当たり、予定価格が５,０００万円を超えるため、地方自

治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものであります。

最初に、議案本文を朗読いたします。

１、契約の目的、町道上風連地区１号線改良舗装工事。

２、契約の方法、簡易公募型指名競争入札による契約。

３、契約金額、５,９１８万円、内消費税及び地方消費税額、５３８万円。

４、契約の相手方、野付郡別海町別海常盤町５番地、高玉建設工業株式会社代表取締役

社長、高玉哲朗。

次に、本案提出に至るまでの、入札等の経過についてご説明いたします。

公募期間は、４月１４日から５月７日までの、休日を除く１５日間。

応募者数は５者で、資格審査の結果、全ての応募者が資格ありと認められました。

入札の執行は、６月５日。

角川建設株式会社、寺井建設株式会社、株式会社別海、高玉建設工業株式会社、島影建

設株式会社の５者による指名競争入札を行い、１回目の入札で落札いたしました。

消費税及び地方消費税を除く最高入札価格は、５,４２０万円、最低入札価格は、５,３８

０万円で、最低入札者であります本案の高玉建設工業株式会社と現在仮契約中でありま

す。

なお、工期は、本契約日の翌日から、１２月１０日までを予定しております。

工事の内容につきましては、議案資料で説明いたします。

議案資料の１１ページを御覧願います。

工事の場所は、図面左の道道上風連中西別線に接する計画路線中、赤色の実線で表示し

た区間となります。

工事概要ですが、赤色の実線で示す２２０ｍの改良工事及び４６０ｍの舗装工事を、車

道幅員４ｍで行うものです。

資料１２ページに本工事に係る土工定規図を掲載しておりますが、詳細な内容について

は説明を省略させていただきます。

以上で、議案第５９号の内容説明を終わります。

○議長（西原 浩君） 議案第５９号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い
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ます。

質疑に入ります。

（「なし」の声あり）

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。

──────────────────────────────────

◎日程第１６ 議案第６０号

○議長（西原 浩君） 日程第１６ 議案第６０号工事請負契約の締結について（酪農工

場排水処理施設改修工事）を議題といたします。

内容について説明を求めます。

○人事財産課長（齋藤 陽君） はい、議長。

○議長（西原 浩君） 人事財産課長。

○人事財産課長（齋藤 陽君） 議案第６０号の内容説明をいたします。

議案の１１ページを御覧願います。

本案も、工事請負契約の締結に当たり、予定価格が５,０００万円を超えるため、地方自

治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものであります。

最初に、議案本文を朗読いたします。

１、契約の目的、酪農工場排水処理施設改修工事。

２、契約の方法、簡易公募型指名競争入札による契約。

３、契約金額、２億３,９０８万５,０００円、内消費税及び地方消費税額、２,１７３万

５,０００円。

４、契約の相手方、島影・近藤経常共同企業体、経常共同企業体構成員、代表者、野付

郡別海町別海９９番地４３、島影建設株式会社代表取締役社長、島影輝雄、野付郡別海町

別海旭町２０２番地の２、近藤建設株式会社代表取締役、近藤孝広。

次に、本案提出に至るまでの、入札等の経過について御説明いたします。

公募期間は、４月１４日から５月７日までの、休日を除く１５日間。

応募者数は３者で、資格審査の結果、全ての応募者が資格ありと認められました。

入札の執行は、６月５日。

株式会社佐々木建設工業、みどり建工株式会社、島影・近藤経常共同企業体の３者によ

る指名競争入札を行い、１回目の入札で落札いたしました。

消費税及び地方消費税を除く最高入札価格は、２億１,７９３万円、最低入札価格は、２

億１,７３５万円で、最低入札者であります本案の島影・近藤経常共同企業体と現在仮契約

中であります。

なお、工期は、本契約日の翌日から、翌年３月３０日までを予定しております。

工事の内容につきましては、議案資料で説明いたします。

議案資料の１３ページを御覧願います。

工事概要ですが、酪農工場排水処理施設の構造及び面積は、鉄筋コンクリート造平屋建

て、延床面積が２４.７５㎡、建築面積が７６.２９㎡。

工事内容は、既存排水処理施設の隣に新たな排水処理施設を新設し、流入配管の切り替

え後に、既設の排水処理施設の撤去を行うものとなります。

１４ページにお進みください。

右側配置図となりますが、中央付近、斜線で囲われた部分下側が既設の排水処理施設で、

その上の斜線で囲われた部分が新たな排水処理施設となります。
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１５ページ及び１６ページには、平面図、立面図、施設断面図、１７ページには既設排

水処理施設構造図面を掲載しておりますが、詳細な内容については説明を省略させていた

だきます。

以上で、議案第６０号の内容説明を終わります。

○議長（西原 浩君） 議案第６０号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。

質疑に入ります。

（「なし」の声あり）

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。

──────────────────────────────────

◎日程第１７ 議案第６１号

○議長（西原 浩君） 日程第１７ 議案第６１号工事請負契約の締結について（イース

トタウン寿団地公営住宅改修建築工事（５号棟））を議題といたします。

内容について説明を求めます。

○人事財産課長（齋藤 陽君） はい、議長。

○議長（西原 浩君） 人事財産課長。

○人事財産課長（齋藤 陽君） 議案第６１号の内容説明をいたします。

議案の１２ページを御覧願います。

本案も、工事請負契約の締結に当たり、予定価格が５,０００万円を超えるため、地方自

治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものであります。

最初に、議案本文を朗読いたします。

１、契約の目的、イーストタウン寿団地公営住宅改修建築工事５号棟。

２、契約の方法 簡易公募型指名競争入札による契約。

３、契約金額、１億３,０３５万円、内消費税及び地方消費税額、１,１８５万円。

４、契約の相手方、みどり・岡田経常共同企業体、経常共同企業体構成員、代表者、野

付郡別海町西春別駅前西町４６番地、みどり建工株式会社代表取締役、山崎拓治、野付郡

別海町西春別宮園町１１番地、株式会社岡田工務店代表取締役、岡田啓。

次に、本案提出に至るまでの、入札等の経過についてご説明いたします。

公募期間は、４月１４日から５月７日までの、休日を除く１５日間。

応募者数は４者で、資格審査の結果、全ての応募者が資格ありと認められました。

入札の執行は、６月５日。

株式会社佐々木建設工業、島影建設株式会社、みどり・岡田経常共同企業体、近藤建設

株式会社の４者による指名競争入札を行い、１回目の入札で落札いたしました。

消費税及び地方消費税を除く最高入札価格は、１億１,９２０万円、最低入札価格は、１

億１,８５０万円で、最低入札者であります本案のみどり・岡田経常共同企業体と現在仮契

約中であります。

なお、工期は、本契約日の翌日から、翌年３月５日までを予定しております。

工事の内容につきましては、議案資料で説明いたします。

議案資料の１８ページを御覧願います。

２２ページまでが本案工事の資料となります。

工事概要ですが、構造は、補強コンクリートブロック造２階建で１棟１２戸、延べ床面

積は１,１２２.４６㎡、建築面積は６４２.１４㎡です。
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主な工事内容ですが、内部改修では、和室の洋室化を含むバリアフリー化改修及び、内

装仕上げ材の改修、内壁断熱補強改修。

外部改修では、外壁板金の張替、屋根の葺き替えと屋上防水、そして窓ガラスの断熱化

改修、及び玄関ドアの更新を予定するものです。

１９ページにお進み願います。

左側、付近見取図ですが、工事の場所は、線で示している黒塗りの場所、別海町別海１

４２番地３２です。

右側の配置図ですが、工事建物は、斜線で記された右側上部の５号棟となります。

２０ページには、１階と２階の改修前の平面図、２１ページには改修後の平面図、２２

ページには、それぞれの方位から見た立面図を掲載しておりますが、詳細な内容について

は説明を省略させていただきます。

以上で、議案第６１号の内容説明を終わります。

○議長（西原 浩君） 議案第６１号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。

質疑に入ります。

（「なし」の声あり）

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。

──────────────────────────────────

◎日程第１８ 議案第６２号

○議長（西原 浩君） 日程第１８ 議案第６２号工事請負契約の締結について（イース

トタウン寿団地公営住宅改修機械設備工事（５号棟））を議題といたします。

内容について説明を求めます。

○人事財産課長（齋藤 陽君） はい、議長。

○議長（西原 浩君） 人事財産課長。

○人事財産課長（齋藤 陽君） 議案第６２号の内容説明をいたします。

議案の１３ページをお開き願います。

本案も、工事請負契約の締結に当たり、予定価格が５,０００万円を超えるため、地方自

治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものであります。

最初に、議案本文を朗読いたします。

１、契約の目的、イーストタウン寿団地公営住宅改修機械設備工事５号棟。

２、契約の方法、簡易公募型指名競争入札による契約。

３、契約金額、７,８２７万６，０００円、内消費税及び地方消費税額、７１１万６，０

００円。

４、契約の相手方、野付郡別海町西春別駅前錦町２００番地、株式会社竹崎工業代表取

締役、竹崎修一。

次に、本案提出に至るまでの、入札等の経過について御説明いたします。

公募期間は、４月１４日から５月７日までの、休日を除く１５日間。

応募者数は４者で、資格審査の結果、全ての応募者が資格ありと認められました。

入札の執行は、６月５日。

株式会社竹崎工業、畠沢ほっけん株式会社、協和建設工業株式会社、株式会社高橋工業

の４者による指名競争入札を行い、１回目の入札で落札いたしました。

消費税及び地方消費税を除く最高入札価格は、７,１２４万円、最低入札価格は、７,１
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１６万円で、最低入札者であります本案の株式会社竹崎工業と現在仮契約中であります。

なお、工期は、本契約日の翌日から、翌年３月５日までを予定しております。

工事の内容につきましては、議案資料で御説明いたします。

議案資料の２３ページをお開き願います。

２５ページまでが本案工事の資料となります。

主な工事内容ですが、屋内給水、排水管等の更新のほか、給湯設備、衛生器具、ガス設

備、暖房設備、換気設備の改修を予定するものです。

２４ページには、付近見取り図及び配置図、２５ページには配管図を掲載しております

が、詳細な内容については説明を省略させていただきます。

以上で、議案第６２号の内容説明を終わります。

○議長（西原 浩君） 議案第６２号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。

質疑に入ります。

（「なし」の声あり）

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。

──────────────────────────────────

◎日程第１９ 議案第６３号

○議長（西原 浩君） 日程第１９ 議案第６３号工事請負契約の締結について（町民

温水プール機械設備外改修工事）を議題といたします。

内容について説明を求めます。

○人事財産課長（齋藤 陽君） はい、議長。

○議長（西原 浩君） 人事財産課長。

○人事財産課長（齋藤 陽君） 議案第６３号の内容説明をいたします。

議案の１４ページをお開き願います。

本案も、工事請負契約の締結に当たり、予定価格が５,０００万円を超えるため、地方自

治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものであります。

最初に、議案本文を朗読いたします。

１、契約の目的、町民温水プール機械設備外改修工事。

２、契約の方法、簡易公募型指名競争入札による契約。

３、契約金額、１億３,１５６万円、内消費税及び地方消費税額、１,１９６万円。

４、契約の相手方、高橋・協和経常共同企業体、経常共同企業体構成員、代表者、野付

郡別海町中春別西町６番地、株式会社高橋工業代表取締役、髙橋宗靖、野付群別海町別海

旭町１３１番地、協和建設工業株式会社代表取締役社長、上杉義裕。

次に、本案提出に至るまでの、入札等の経過について御説明いたします。

公募期間は、４月１４日から５月７日までの、休日を除く１５日間。

応募者数は３者で、資格審査の結果、全ての応募者が資格ありと認められました。

入札の執行は、６月５日。

株式会社竹崎工業、畠沢ほっけん株式会社、高橋・協和経常共同企業体の３者による指

名競争入札を行い、１回目の入札で落札いたしました。

消費税及び地方消費税を除く最高入札価格は、１億２,０００万円、最低入札価格は、１

億１,９６０万円で、最低入札者であります本案の高橋・協和経常共同企業体と現在仮契約

中であります。
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なお、工期は、本契約日の翌日から、翌年３月３０日までを予定しております。

工事の内容につきましては、議案資料で説明いたします。

議案資料の２６ページをお開き願います。

３２ページまでが本案工事の資料となります。

工事概要書ですが、構造は、鉄筋コンクリート造２階建て。

延床面積は２,１２９.２１㎡、建築面積は１,９２８.６０㎡です。

主な工事内容ですが、固定式シャワー設備などの衛生器具及び配管の撤去更新、ろ過装

置、外調機の更新、床暖房設備の改修を行うものです。

２７ページには、付近見取図と配置図、２８ページから３２ページには、施設平面図、

及び立面図を掲載しておりますが、詳細な内容については説明を省略させていただきま

す。

以上で、議案第６３号の内容説明を終わります。

○議長（西原 浩君） 議案第６３号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。

質疑に入ります。

（「なし」の声あり）

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。

──────────────────────────────────

◎日程第２０ 議案第６４号

○議長（西原 浩君） 日程第２０ 議案第６４号財産の取得について（除雪用グレー

ダ）を議題といたします。

内容について説明を求めます。

○人事財産課長（齋藤 陽君） はい、議長。

○議長（西原 浩君） 人事財産課長。

○人事財産課長（齋藤 陽君） 議案第６４号の内容説明をいたします。

議案の１５ページをお開き願います。

本案は、財産の取得に当たり、予定価格が１,５００万円を超えるため、地方自治法第９

６条第１項第８号の規定により、議会の議決を求めるものであります。

最初に議案本文を朗読いたします。

１、取得する財産の種類及び数量、除雪グレーダ１台。

２、取得の方法、指名競争入札による契約。

３、取得価格、５,３９０万円、内消費税及び地方消費税額、４９０万円。

４、取得の相手方、野付郡別海町西春別駅前錦町２０６番地、有限会社幸田自動車整備

工場代表取締役、幸田真司。

次に、本案提出に至るまでの、入札等の経過についてご説明いたします。

入札の執行は、６月５日で、株式会社小泉機械店、カーサービスのイシダ、有限会社菅

野整備工場、有限会社幸田自動車整備工場、有限会社木下モーター商会の５者による指名

競争入札を行い、１回目の入札で落札いたしました。

消費税及び地方消費税を除く最高入札価格は、５,１３０万円、最低入札価格は、４,９

００万円で、最低入札者であります本案の有限会社幸田自動車整備工場と、現在仮契約中

であります。

なお、納期は、翌年３月２０日までとしております。
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取得する財産の内容につきましては、議案資料で御説明いたします。

議案資料の３３ページを御覧願います。

主要諸元は、乗車定員１名。

全長、１３ｍ以下、全幅、３.５ｍ以下、全高、３.８ｍ以下、総重量、２３トン以下。

除雪性能は、フロントプラウによる最大除雪幅３.４７ｍ以上、最大除雪高１ｍ以上。

路面整正装置による路面整正幅は、３.７ｍ以上となっています。

３４ページには、上から見た平面図のほか、正面図、側面図を記載しております。

以上で、議案第６４号の内容説明を終わります。

○議長（西原 浩君） 議案第６４号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。

質疑に入ります。

（「なし」の声あり）

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。

──────────────────────────────────

◎日程第２１ 議案第６５号

○議長（西原 浩君） 日程第２１ 議案第６５号辺地に係る公共的施設の総合整備計

画の策定についてを議題といたします。

内容について説明を求めます。

○経営管理部長（寺尾真太郎君） はい、議長。

○議長（西原 浩君） 経営管理部長。

○経営管理部長（寺尾真太郎君） 議案第６５号の内容説明をいたします。

議案の１６ページを御覧ください。

本件につきましては、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に

関する法律第３条において、辺地の公共的な施設を整備しようとするときはあらかじめ都

道府県知事と協議の上、議会の議決を経て、当該辺地に係る公共的施設の総合的な整備に

関する財政上の計画を定め、これを総務大臣に提出しなければならないと規定されており

ますことから、総合整備計画の策定について、議会の議決を求めるものであります。

なお、北海道知事との協議につきましては事前に終了していることを申し添えます。

今回総合整備計画を策定するのは、令和６年度で５年間の計画期間が終了いたしました

上風連辺地です。

１７ページにお進みください。

上風連辺地の総合整備計画です。

右上になりますが、辺地の人口は３５９人、面積は１１９.７平方キロメートルです。

１の辺地の概況ですが、辺地を構成する字名は野付郡別海町上風連、地域の中心の位置

は野付郡別海町上風連１７４番地４４、辺地度点数は１２３点です。

次に、２の整備を必要とする事情ですが、交通道路については、近年の交通量の増大、

大型農作業機械の通行に対処するため、計画的に道路改修、橋梁の架け替え及び補修を実

施し、延命化を図る必要がある。

通学バスについては、小学校への遠距離通学対策として、通学バスは必要不可欠なもの

であるが、現存車両の老朽化が進んでいるため、更新購入する必要がある。

経営近代化施設については、安定した畜産物供給体制の確立のため装置整備等を行い、

自給飼料基盤の強化を図る必要があるとするものです。
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３の公共施設の整備計画ですが、計画期間は令和７年度から令和１１年度までの５年間

となります。

整備を計画する施設名は、交通道路、上風連地区１号線改良舗装事業ほか１事業で、事

業主体は別海町、事業費１億５,６５５万円、財源内訳は、特定財源が１,９８３万円、一

般財源が１億３,６７２万円で、この一般財源のうち、辺地対策事業債の予定額を１億３,

５７０万円とするものです。

次に、通学バス、小学校スクールバス購入事業で、事業主体は別海町、事業費２,３３９

万９,０００円、財源内訳は、特定財源が３７５万円、一般財源が１,９６４万９０００円、

この一般財源のうち、辺地対策事業債の予定額を１,９００万円とするものです。

次に経営近代化施設、畜産担い手総合整備型再編整備事業で、事業主体は北海道農業公

社、事業費５億１,２００万円、財源内訳は、特定財源が４億８,１９８万円、一般財源が

３,００２万円、この一般財源のうち、辺地対策事業者の予定額を２,９６０万円とするも

のです。

全施設の事業費合計は６億９,１９４万９,０００円、辺地対策事業債の予定合計額を１

億８,４３０万円の計画とするものです。

以上で議案第６５号の内容説明を終わります。

○議長（西原 浩君） 議案第６５号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。

質疑に入ります。

（「なし」の声あり）

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。

──────────────────────────────────

◎日程第２２ 報告第７号及び日程第２３ 報告第８号

○議長（西原 浩君） 日程第２２ 報告第７号令和６年度別海町一般会計繰越明許費繰

越計算書について、日程第２３ 報告第８号令和６年度別海町下水道等事業会計予算繰越

計算書についての２件については、別海町議会会議規則第３７条の規定により一括議題と

いたします。

内容について順次説明を求めます。

なお、本件は報告のみであります。

○経営管理部長（寺尾真太郎君） はい、議長。

○議長（西原 浩君） 経営管理部長。

○経営管理部長（寺尾真太郎君） 報告第７号及び第８号の２件について一括して説明い

たします。

報告第７号及び８号につきましては、令和７年度へ予算を繰り越す繰越計算書を、一般

会計及び下水道等事業会計において調整いたしましたので、議会に報告するものです。

各報告について順次説明いたします。

議案書の１８ページを御覧ください。

初めに報告第７号につきましては、令和６年度別海町一般会計補正予算第１号、第６号

及び第７号で設定いたしました繰越明許費、こちらについて、その全額または一部を令和

７年度へ繰越しとする、繰越計算書を調製いたしましたので、地方自治法施行令第１４６

条第２項の規定により議会に報告するものです。

１９ページにお進みください。
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令和６年度別海町一般会計繰越明許費繰越計算書になります。

令和６年度別海町一般会計補正予算第１号、第６号及び第７号で設定いたしました金額

欄の金額、こちらに対し、全額または一部について、令和７年度へ繰越しした額を翌年度

繰越し額欄に記載しております。

また、その財源内訳につきましては、既収入及び未収入の特定財源及び一般財源となり

ます。

２款、総務費、１項、総務管理費、物価高騰対応重点支援事業、物価高騰対応重点支援

給付金給付事業は、令和６年度住民税非課税世帯に対し１世帯当たり３万円を、また、当

該世帯に、１８歳以下の児童がいる場合には、子供加算として児童１人当たり２万円を支

給する事業で、令和６年度内に給付申請がなかった世帯分として、繰越額は７０５万１,０

００円、財源内訳は全額が国庫支出金です。

６款、農林水産業費は２件で、１項、農業費、畜産クラスター事業は、国の補正予算に

伴います、中春別中山畜産クラスター協議会及び中春別地域畜産クラスター協議会への間

接補助事業で、繰越額は９,６６２万４,０００円、財源内訳は全額が道支出金。

２項、水産業費、農林漁業振興奨励事業は、こちらも国の補正予算に伴う別海漁協が実

施する製氷貯氷施設設備更新事業及び排水処理施設設置事業への補助金で、繰越額は３億

２,０９７万４,０００円、財源内訳は、ふるさと応援基金繰入金である、既収入特定財源

財源が１億２,７７０万円、道支出金が１億８,８５８万５,０００円、一般財源が４６８万

９,０００円です。

７款、商工費、１項、商工費、ふるさと交流館整備事業は、新源泉を掘削する工事費で、

繰越額は９,２４３万９,０００円、財源内訳は、ふるさと応援基金繰入金であります、既

収入特定財源が８,２５０万円、一般財源が９９３万９,０００円です。

９款、消防費、１項、消防費、避難所生活環境改善事業は、国の補正予算により、避難

所用の仮設トイレ及び簡易トイレを購入する事業で繰越額は４５３万６,０００円、財源内

訳は国庫支出金が２２６万円、一般財源が２２７万６,０００円です。

合計の欄になりますが、繰越明許費に係る事業は、全５事業で、金額、６億７,２６６万

５,０００円の設定に対し、翌年度繰越額合計は５億２,１６２万４,０００円です。

財源内訳については、既収入特定財源が２億１,０２０万円、未収入の特定財源内訳では、

国庫支出金が９３１万１,０００円、道支出金が２億８,５２０万９,０００円、一般財源が

１,６９０万４,０００円です。

次に報告第８号です。

２０ページにお進みください。

報告第８号につきましては、令和６年度下水道等事業会計予算における建設改良費の一

部について、令和７年度に繰越して使用する額が確定しましたので、地方公営企業法第２

６条第３項の規定により議会に報告するものです。

２１ページにお進みください。

令和６年度別海町下水道等事業会計予算繰越計算書で、地方公営企業法第２６条第１項

の規定による建設改良費の繰越額になります。

１款、資本的支出、１項、建設改良費、漁業集落排水事業は、尾岱沼地区排水処理施設

改築更新工事関連の経費で、８,４９０万円の予算計上額のうち、翌年度繰越額は２,３８

１万８,０００円となります。

財源内訳は、繰越工事資金が１,１９０万９,０００円、企業債が１,１９０万円、残りの
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９,０００円が損益勘定留保資金です。

繰越しの理由につきましては説明欄に記載のとおり、資材の供給不足による納期の遅延

及び入荷未定の状況となっており、年度内の完了が困難となったためです。

合計欄は同額のため説明のほうは省略させていただきます。

以上で報告第７号及び第８号の内容説明を終わります。

──────────────────────────────────

◎休会の議決

○議長（西原 浩君） ここでお諮りします。

６月１０日及び１１日の２日間を休会としたいと思います。

これに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。

したがって６月１０日及び１１日の２日間を休会とすることに決定いたしました。

──────────────────────────────────

◎散会宣言

○議長（西原 浩君） 以上で本日の日程は全て終了しました。

本日はこれで散会します。

なお、１２日木曜日は、午前１０時から一般質問を行いますので、御参集願います。

皆様、大変御苦労さまでした。

散会 午前１１時５５分
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上記は、地方自治法第１２３条の規定により会議の次第を記載したものであ

る。

令和 年 月 日

署 名 者

別海町議会議長

議 員

議 員

議 員


